
■  会場のご案内
赤坂インターシティコンファレンス
所在地 ｜ 107-0052  東京都港区赤坂1-8-1  赤坂インターシティ

　　　　　AIR 3F・4F

最寄駅 ｜ 東京メトロ　銀座線・南北線「溜池山王駅」直結　千代田線・

　　　　　丸ノ内線「国会議事堂前駅」直結

　　　　　東京メトロ「溜池山王」駅からは、9番出口を出て溜池交差点

　　　　　を渡り右折し、1階エントランスから入館してください。

　　　　　同駅の地下通路に直結しております。14番出口経由でB1階

　　　　　エントランスからも入館できます（バリアフリー）。

教育 課 題に関する研 究会 議
博 報 財 団 教 育イノベ ーションイニシアティブ

2018. 3 .24〈SAT〉

会場／赤坂インターシティ コンファレンスセンター 3 01・3 02

第一部 シンポジウム　14 :00-17:00
第二部 懇 親 会　　　 17:00-19 :00

開　　会　（受付開始 13:30）
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「教育イノベーションイニシアティブ」の主旨と想い

八木 祥和 （博報財団 研究開発局長 兼 こども研究所長）

河南 俊男 （博報財団 常務理事）

「『出藍の誉れ』時代の教育－浮足立たずに進化するために－」
合田 哲雄 （文部科学省 初等中等教育局財務課長）

変革期に求められる教育とは何か－グローバルビジネスの視点から－
淡輪 敬三 （公益財団法人 WWFジャパン代表理事副会長）

合田 哲雄 （文部科学省 初等中等教育局財務課長）

淡輪 敬三（公益財団法人 WWFジャパン代表理事副会長）

八木 祥和（博報財団 研究開発局長 兼 こども研究所長）
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博報財団 教育イノベーションイニシアティブ
キックオフミーティング

教育課題に関する研究会議

キックオフミーティング



[ お問い合わせ ]

公益財団法人 博報児童教育振興会
〒107- 0052 東京都港区赤坂 2 -11- 7 ATT 新館 8階　TEL 03- 5570-5008　FAX 03- 5570-5016　担当：浅野

大きな変化の中にある社会の中で、

豊かに生きる子どもたちを育むために。

私たちは新しい改革を力強く推進すると共に、

顕在化している教育格差の広がりや

いじめの陰湿化などの問題とも真摯に向き合い、

丁寧に解決していかなければなりません。

複雑に絡み合う様々な教育の課題を同時に

解決していくためには、新しいアクションが必要です。

様々な分野の先進的な知恵を集約し、

大胆なアイデアを生み出し、そのアイデアを

力強く実現に導いていくことが求められています。｠

教育界の様々な場所で取り組まれている活動を繋げ、

大きなうねりにしていくために。そしてそこに新しい

知恵を注ぎ、革新的な課題解決方法を生み出すために。

2018年。博報財団は行政から現場までの

幅広い教育分野の第一人者の皆さまとともに、

未来志向の教育改革に向けた挑戦をスタートします。

皆さまとキックオフミーティングで

お会いできることを楽しみにしています。

合田 哲雄 （文部科学省  初等中等教育局財務課長） 　

1970年生。倉敷市出身。1992年旧文部省入省。福岡県教育庁高校教育課長、国立大学法人化（2006年）や学習

指導要領改訂（2008年）の担当、NSF（全米科学財団）フェロー、学術研究助成課長、教育課程課長、内閣官房

内閣参事官を経て2018年1月より現職。6年間、目黒区立小・中学校のPTA会長を経験。上越教育大学、東京大

学の非常勤講師を兼任。共著に『学校を変えれば社会が変わる』（東京書籍）、『特別の教科  道徳Q&A』（ミネ

ルヴァ書房）など。

淡輪  敬三 （公益財団法人　ＷＷＦジャパン代表理事副会長） 　

東京都生まれ。日本鋼管（現JFE）、マッキンゼーのパートナーを経て、1997年ワトソンワイアット社長就任。その後

タワーズワトソンの社長、会長を歴任し、2016年独立。現在は、曙ブレーキなど上々企業数社の社外役員、立命館

大学客員教授、ベンチャー企業数社の経営アドバイザーなど、次世代経営者の育成に注力している。主な著書に

『ビジネスマンプロ化宣言』、 『釣りバカ日誌 ハマちゃん流』などがある。

八木 祥和 （博報財団  研究開発局長 兼 こども研究所長）／モデレーター 　

1989年情報通信企業入社。1996年博報堂に入社。マーケティングプラナーとして得意先企業の市場調査や商品

開発、コミュニケーションに関わる業務に従事。以降、博報堂のナレッジマネジメントの再構築の推進や、ショッ

パー・リテール領域を専門とするマーケティング部門の責任者などを経て、2017年4月より研究開発局長 兼 こども

研究所長。東洋大学非常勤講師（2016年～）、ビジネスモデル学会プリンシパル（2016年～）。
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